
『第 14 回北陸ブロック研修会（大規模災害対応研修 ～能登半島地震の振り返りから学ぶ～）』に参加して 

報告者：上市老人保健施設つるぎの庭 吉田 克彦 

当初の研修会開催中止の予定を変更し、令和 6 年

11 月 24 日（日）に石川県の 1.5 次避難所を会場と

して急遽に研修会が開催されました。尚、この度の

開催となった経緯としては、「今だからこそ、この経

験を共有すべきだ」という石川県の介護支援専門員

からの強い思いが反映されたことによりました。 

能登半島地震では、多くの介護施設が被災し、在

宅介護も困難な状況に陥りました。避難所での高齢

者支援が急務となり、介護支援専門員は迅速な対応

と支援体制を構築することが重要であることが実

際に体験された方の話を聞きながら振り返ること

により再認識できました。 

【研修の概要】 

第 1 部 座談会：『実際の災害現場の状況や対応、BCP（事業継続計画）はどうだったか』 

各地域のケアマネジャーが被害状況や利用者の安否確認、避難所や仮設住宅での対応について報告しま

した。災害後の状況や課題が共有され、BCP の効果と課題についても議論されました。 

第 2 部 支援者の活動報告：『広域避難と実態把握の状況について』 

日本介護支援専門員協会などが関わった支援活動の報告があり、広域避難の実態や今後の課題が指摘さ

れました。 

第 3 部 シンポジウム：『大規模災害における課題』 

介護施設・事業所、職業団体、支援団体それぞれの視点から、能登半島地震の振り返りと対応について

意見が交わされました。 

【感想と今後の展望として】 

研修を通して、介護支援専門員としての役割や責任を改めて強く感じました。特に、災害時の高齢者支

援の重要性や緊急時の対応策について学んだことは、今後の業務に直接活かせると感じています。地域の

高齢者が災害時でも安心して生活できるよう、日頃からの準備と支援体制の強化がいかに重要であるかを

再確認しました。 

また、他の体験者や支援者との意見交換を通じて、様々な現場での課題や解決策を学び、自分の施設や

地域でも取り入れられるアイデアが多数得られました。これからは、研修で学んだ知識やスキルを現場に

活かし、地域全体で高齢者が安心して暮らせる環境づくりに貢献していきたいと考えています。加えて、

研修で築いたネットワークを活用し、今後も相互に支え合いながら、難局を乗り越えるための取り組みを

進めていきたいです。 

会場での吉田 克彦氏 


